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絵カード交換式コミュニケーション・システム（PECS：ぺクス）とは？ 

2008/7/14 門 眞一郎 

 

１．自閉症スペクトラムとコミュニケーション支援 

 コミュニケーション行動は，双方向性の行動です。第１に，自閉症スペクトラムの人に

伝えて理解してもらい，第２に，自閉症スペクトラムの人から表現して伝えてもらうとい

うことです。この両方向で自閉症スペクトラムの人たちを支援するには，その障害特性を

考えると，視覚的支援が不可欠です。これはいまや常識です！ 

 

２．代替・拡大コミュニケーションを考える 

第１の方向の支援の代表的な方法は，《構造化》です。第２の方向，すなわち自閉症スペ

クトラムの人が意思を表現し伝える方向での支援は，自閉症スペクトラムの人の視覚優位

という特性を踏まえると，自分の意思を表現できるように視覚的な条件整備をすることに

なります。つまり，音声言語（言葉）だけに固執するのではなく，音声言語とは別の手段

も使ってコミュニケーションを支援することになります。これを代替・拡大コミュニケー

ション（Alternative and augmentative communication; AAC）と呼んでいます。こ

れには手話が有名ですが，PECS もその１つです。 

 

支援する際，応答的ではなく《自発的》なコミュニケーションを教えることが重要です。

応答的なコミュニケーションを中心に教えると，周囲からの働きかけや促しがないとコミ

ュニケーションがとれなくなる，すなわち指示待ち（プロンプト依存）になりかねません。

視覚的な AAC を使うこと，しかも自発的に使うことを教えることが重要です。アスペル

ガー症候群のニキ・リンコさんが，「写真を指差した方がよっぽど用は足せる。言葉があれ

ばエラいっていうわけじゃない。用が足せることの方が大事ではないか」と書いているよ

うに，音声言語（言葉）の有無よりも，コミュニケーションが成立するかどうかの方が重

要なのです。 

 

３．PECS（ぺクス：絵カード交換式コミュニケーション・システム）とは？ 

従来のコミュニケーション・トレーニングには，とかく自発ではなく応答の形で行われ

ることが多く，その結果，子どもを指示待ち（プロンプト依存）人間にしてしまいかねな

いという欠点がありました。また，トレーニングを開始するまでに前提スキル（例えば注

目する，模倣するなどのスキル）がいくつか必要であり，その分トレーニング開始が遅れ

るという欠点もありました。それを解決したのが，アンディ・ボンディとロリ・フロスト

が開発した PECS（Picture Exchange Communication System）です。 

 

PECS では，まず絵カードと要求対象（好子）との自発的な交換を教えます。自発的な

交換を最初から教えるために，トレーナーを 2 人用意します。1 人は絵カードを取って相

手に手渡すのを手伝う役（プロンプター）をし，もう 1 人は絵カードを受け取って要求対

象を渡す役（コミュニケーション・パートナー）です。トレーナーが２人いることで，自

発的な要求を間違いなくできます。この点がまさにコロンブスの卵なのです。トレーニン
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グは６つのフェイズに分かれており（表１），その進展段階に応じて他のスキル（視覚的ス

ケジュールの使用など）も教えていきます。 

 

そして何よりも大事なことは，PECS の絵カードは言葉（音声言語）の代替物だという

ことです。つまり，言葉があれば言葉でコミュニケーションを取っている場面では，すべ

て PECS を使えるようにならなければなりません。トレーニング場面でするのはあくまで

トレーニングであり，実生活で１日を通して使えなければなりません。大人の都合で，絵

カードをとりあげたり，隠したりしてはいけないのです。地域生活の中でどんどん使って

いかなければ意味がありません。私たちも，食券制の食堂では自販機で食券買い，それを

店の人に渡して料理を受け取りますが，これなども PECS と同じですね。 

 

４．PECS の優れた点 

従来のトレーニング法には見られない数々の長所をＰＥＣＳは持っており，それをまと

めると〈表２〉のようになります。これまでの研究から，PECS にかぎらず AAC を用い

ることで，言葉の発達を抑えないどころか，むしろ言葉の発達や上達を促すことが明らか

になりました。そして，特に PECS の効果としては，５歳以下で PECS を１年以上使っ

た子どものうち，約５２％に自立的な言葉が発達し，PECS の使用をやめて，言葉だけで

コミュニケーションがとれるようになり，さらに２１％では，PECS を使いながら言葉を

話すようになったことが報告されています（デラウェア州での１９９０年の報告）。  

自発的なコミュニケーション・スキルを教えるうえで，PECS は現在最良の方法なので

す。 

 

５．PECS は誰のもの？ 

PECS トレーニングが向いているのは，《自発的》に，《言葉》で，《十分》に，《コミュ

ニケーション》が取れない《子どもや大人》です。つまり，障害種別や年齢は関係ないの

です。もともとは自閉症の子どものために考案されましたが，その効果を享受できる人は，

自閉症に限りません，言葉でコミュニケーションが取れない人ならだれでも使えます。視

覚障害があっても使えます。子どもでも大人でも使えます。障害がどんなに重くても，絵

カードの交換さえできれば使えます。言葉をある程度話せても，自発的に話せなかったり，

オーム返しが主だったり，語彙が少なかったり，発音が不明瞭だったりして，特定の相手

以外には《十分に》伝わらない人にも有効です。 

 

６．最後に 

 PECS と TEACCH プログラムはどう違うのでしょうか。PECS は，あくまでコミュニ

ケーションのトレーニング法です。PECS は，デラウェア州自閉症プログラム（DAP）の

中で開発されました。これはデラウェア州の自閉症の包括的な教育行政施策です。

TEACCH プログラムもノースカロライナ州の包括的自閉症支援の行政施策です。ですか

ら，PECSとTEACCHを比較するのは論理的ではありません。しかもPECSはTEACCH

の中でも使われています。 
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表１ PECS の６つのフェイズ 

フェイズ 目標 内容 

準備 好子アセスメントをす

る。絵カードとコミュニ

ケーション・ブックを作

る。 

子どもが普段よくほしがる物（食べ物，飲み物，

玩具など）やよくしたがる活動のリストを作成，

毎回トレーニングの開始前には再アセスメントす

る。 

Ⅰ 絵カードで要求する トレーナーは 2 人必要，絵カードを 1 枚だけ机に

置く，子どもはコミュニケーション・パートナー

が持つ好子に手を伸ばす，プロンプターは絵カー

ドと交換するよう手でプロンプトする，パートナ

ーは好子を与える，言葉ではプロンプトしない，

自力で交換できるようになるまで，手でのプロン

プトを徐々に最後の方からやめていく。 

Ⅱ 移動し自発性を高める。

離れた位置から絵カード

を交換しにきて要求す

る。 

子どもとコミュニケーション・パートナー，子ど

もと絵カードとの距離を徐々に伸ばしていく。好

子・人・場面を変えて般化させる。まだ絵カード

は 1 枚だけ使う。絵の区別はできなくてよい。 

Ⅲ 要求に使う絵カードを区

別し選択する。 

絵カードの数を徐々に増やす。子どもは適切な絵

カードを選んで交換する。このフェイズからはト

レーナーは１人でよい。 

Ⅳ 「．．．ください」という

文で要求する。 

文カードを用いて文を作る。好子のカードと「く

ださい」カードを文カードに貼って手渡す。 

属性 新たな抽象的言語概念を

使う。 

数，色，形，位置などを指定する絵カードを加え

て多語文を作って要求する。  

Ⅴ 「何がほしい？」に文で

答える 

特定の言葉によるプロンプトや質問に答えること

を教える。 

Ⅵ 応答的なコメントをす

る。自発的なコメントを

する。 

「何を持っている？何が見える？何が聞こえ

る？」などに，適切な文末用絵カード（見える，

持っている，聞こえる）を使って答える。対象物

の名称を言う。これらの質問と「何がほしい？」

とを区別する。自発的にコメントする。 

追加トレーニング 各フェイズに並行して

種々のスキルを教える。 

待つこと，手伝いを要求すること，休憩を要求す

ること，「はい/いいえ」で答えること，交渉する

こと，視覚的スケジュールや視覚的強化システム

を理解することを教える， 
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表２ PECS の特長 

                                             

最初から自発的コミュニケーションを目指す。 

機能的（実用的）なコミュニケーション・スキルを教える。 

トレーニングは，コメントよりもプラスの結果をもたらす要求から始める。 

トレーニングは，エラーレス・ラーニング（無誤学習）なので，意欲が低下しない。 

絵カードを他者に確実に手渡すので，人をしっかり意識するようになる。 

最初から般化を教える。 

前提スキルが極めて少ないので，早い時期から開始可能（絵カードを取って手渡すことができれば

よい）。また，障害が重くても開始可能。 

手伝い（プロンプト）は早くやめていくので，指示待ち（プロンプト依存）にならない。 

ローテクで道具は安価である。 

                                             

 

 

フェイズⅠの最初のトレーニング風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもは好子に手を伸ばす          プロンプターが子どもに絵カードを持たせる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもに絵カードをパートナーに手渡させる  パートナーは，すぐに声をかけながら 

                      好子を子どもに渡す 


